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BizEarth 幹事会（8 月 9 日）議事録 

 

●日時： 2018 年 8 月 9 日（木） 15：00～18：00 

●場所： 国際航業株式会社 （東京都千代田区丸の内 3-1-1 国際ビル 7F） 

●出席者：新井（国際航業）、井上（富士通）、伊東（宇宙技術開発）、下田（ESRI ジャパン）、葛岡（サ

テライト・ビジネス・ネットワーク）、向井田（RESTEC）、高橋監事（三井物産セキュアデ

ィレクション）、藤川事務局（ジオテクノス） 

●議題 

１．A/I 状況確認 

各項目で確認 

 

２．活動計画と報告 

(1) 関係部門との連絡調整 

・内閣府宇宙戦略事務局 

  →特に活動は無し。高田局長の人事はなく継続、参事官は異動、平田参事官補が窓口 

・リモセン TF 会合 

  →TF 幹事が各省庁へ訪問、意見交換をしたが、反応は少なかった（詳細は別紙参照） 

  →TF として、今後の衛星地球観測ミッションの公募を行うこととなった（事務局：千葉

大本多先生）。公募の出口戦略としては、特段資金がない、S-NET 等の活動も多く、

民間からの公募は少ないのではと考える。公募が出た場合は会員企業へ案内する。 

  →NASA との協議には、BizEarth としては参加せず、東大岩崎先生に一任する。 

・リモセン学会 

  →秋季学会は高松市で開催。エクスカーションはドローンで行い、防災セッションを企画

している。  

→未来部会を立ち上げ、FaceBook へ参加したり、若手が参加したりする場を作る。 

  →リモセンデータカタログについて、更新を実施するが、リモセン学会のみで行う。 

・総務省「宇宙利用の将来像に関する懇話会」 

  →次回は、9 月ごろを想定。 

・自民党「衛星データ利用促進懇談会」 

  →別冊として、懇談会の報告書を預かった。 

(2) 企画・提案活動 

・内閣府宇宙戦略事務局(工程表中間見直し関連含む)：詳細は別紙 

  →宇宙基本計画の工程表見直しについて、意見募集（パブリックコメント）が出た。 

      会員企業にはお知らせをする。会員企業においては、個別に直接提出をしてもいいし、 

BizEarth を通じて提出してもいい（BizEarth への提出期限は 8 月 22 日とする）。 

     →幹事会として、8 月 27 日か 28 日に集まり、各自案を持参、8 月 31 日に提出する。 

・経産省宇宙産業室（衛星データオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業含む） 

  →次回勉強会のテーマで検討。 

  →靏田室長は異動、浅井室長へ、JAXA の山崎さんも異動、丸岡さんへ 

(3) 作業部会 

・地域連携作業部会 

  →6 月 8 日に実施、詳細は別紙報告とするが、ビジネスモデルの確立であることを確認。 

・海外ビジネス情報作業部会 

  →オーストラリアのSymbios社と幹事が懇談、プラットフォームのエンジンにOpen Data 
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Cube を提唱、BizEarth へも紹介したかったとの事（ベトナム、タイでの事例説明）。

今後様子見とする。 

・若手作業部会 

  →詳細は別紙のとおりとするが、活発に活動を続けている。既にメンバー会合及び勉強会

を実施。今後も会合及び勉強会を進める予定。 

  →部会員も新たに加わり、計 21 名となった。 

・新規作業部会について 

  →特になし 

(4) 広報活動 

・宇宙カタログ  

  →会員に再度アナウンスをし、公募する。10 月までに更新を完了する予定。 

・展示会 

  →特になし。 

・平成 30 年 7 月豪雨に関連した衛星画像等の公開データ【お知らせ】 

     →会員企業 5～6 社程度、各社の災害関連の HP にリンクを張った。今後同様の事象があ  

れば、対応する。 

・ドローンカンファレンス共催 

  →準天頂衛星＋ドローンをテーマとする 

     →別途ドローンコンソーシアムとして、ドローン＋リモセンをテーマに、冬季に開催予定、

BizEarth に共催して欲しい。 

・会員獲得活動 (さくらインターネット、キャノン電子)、JSS の正会員について 

  →民間企業へは引き続き勧誘を実施、JSS へは伊東幹事より打診をする。 

・新規入会について 

  →個人会員から入会希望あり、今後加盟できるように規約の変更を考える。 

     →個人会員については、法人会員と分けて、会費を安くすること（ただし議決権はない） 

や、若手であれば若手作業部会に参加してもらうなど、また当面はゲストとして参加し

てもらう。 

     →規約変更については、次回の総会で決議する。 

(5) リモートセンシング人材の育成支援 

     →教育機関として存在してもいい。 

(6) その他活動 

・要処置事項討議・フォロー 

  →特になし。 

・情報公開（HP）、新サーバ・メーリングリスト・ドメイン管理 

  →防災情報について、各社の HP 連携をした。 

(7) 勉強会について 

・10 月予定の勉強会「さくらインターネットを交えたオープン＆フリー、及び会員企業の参画・  

サービス利用」について 

→さくらインターネットとの調整 

  鈴木さんと連絡を取り、10 月中旬以降に実施する。日程候補は 10 月 1、2、26、29 日

とする。時間は 15：00～17：30 とし、場所は調整する（例年は RESTEC 様）。   

→勉強会時のアジェンダ及び懇親会について  

1. さくらインターネットからビジネス概要の説明：30 分（プレゼン） 

2. BizEarth 会員企業の参加の手法や考え方の整理：30 分（協議形式） 



3 
 

3. さくらインターネットからの BizEarth 会員企業への期待：60 分（4 と合わせて討論） 

4. 総合討論 

 

3．「作業部会」・「勉強会」からの「報告」・「承認」の必要な事項の確認 

    →特になし。 

 

4．事務局からの報告、連絡事項 

(1) HP の進捗 (議事録掲載、総会資料掲載、ほか) 

   →特になし（HP は（6）参照）。 

(2) その他 

 

5．その他 

(1)今後の幹事会開催予定 

次回 10 月 18 日 15：00～   （担当：RESTEC 向井田幹事）                          

 

   以 上 


